
地域公共交通総合連携計画策定調査の必要性
のと鉄道能登線の廃止に伴い、バス転換されたが、支線も多く路線が複雑

で利用しずらい状況にある。
又、鉄道・福祉バス・スクールバスが重複している地域があり、効率的で持

続可能な公共交通体系の構築が課題となっている。
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１）調査の内容等

穴水町地域公共交通協議会
（社）石川県バス協会、のと鉄道（株）、石川県
タクシー協会、学識経験者、区長・町内会代
表、穴水警察署、石川県交通政策部局、石川
県道路管理部局、北陸信越運輸局、町商工
会

総合連携計画策定調査実施計画の概要

１．現状分析

①交通現況

②人口、施設現況

③課題の整理

２．ニーズの把握

①住民アンケート調査

②事業者ヒアリング調査

３．地域公共交通総合連携計画の策定

①基本方針の設定

②地域公共交通計画の立案

のと鉄道駅前（バスターミナル）の環境整備

課題地域の現況図

福祉バス


